
不登校の子どもたちへのサポート

【資料1】



不登校の現状
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○小中学校における不登校児童生徒数の推移（堺市・全国）
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学
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平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

全国
【国・公・私】

在籍数 6,451,187 6,395,842 6,333,716 6,262,256 6,196,688 
不登校数 44,841 53,350 63,350 81,498 105,112 

全国（千人率） 7.00 8.30 10.00 13.01 16.96 

堺市
【公】

在籍数 44,340 43,445 42,693 41,844 40,926 
不登校数 325 333 537 632 811 

堺市（千人率） 7.33 7.66 12.58 15.10 19.82 

中
学
校

※堺市は夜間学級を除く 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

全国
【国・公・私】

在籍数 3,279,186 3,248,093 3,244,958 3,266,896 3,245,395 
不登校数 119,687 127,922 132,777 163,442 193,936 

全国（千人率） 36.50 39.38 40.90 50.03 59.76 

堺市
【公】

在籍数 21,027 20,936 20,813 20,977 20,583 
不登校数 601 644 768 878 1,144 

堺市（千人率） 28.58 30.76 36.90 42.00 55.58 

（文部科学省）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果より



①休んでいる間（休みがちになってから）必要と感じた支援（複数回答）

【抽出方法】「1～30日くらい」「30～90日くらい」「90～180日くらい」「180日以上（ほとんどすべて欠席した）」と回答した児童生徒の回答を集計

【小学生】（n=165） 【中学生】（n=269）

②回答学年 × 学校を休んでいる間に「必要と感じた支援」【最も高い割合のもの】

項目 小5 小6 中1 中2 中3

休んでいる間（休み
がちになってから）必
要と感じた（あったらい
いなと感じた）支援

悩み等を気軽に相談でき
る相手（学校の先生，
学校にいるカウンセラー，
友達，家族など）

自宅でできる学習
（オンライン学習など）

勉強を教えてくれる場所

通学している学校以外の
居場所

自宅でできる学習
（オンライン学習など）

自宅でできる学習
（オンライン学習など）

勉強を教えてくれる場所

通学している学校以外の
居場所

【抽出方法】「30～90日くらい」「90～180日くらい」「180日以上（ほとんどすべて欠席した）」と回答した児童生徒の回答を集計

○不登校の間に必要と感じた支援 （堺市）不安や悩み等に関するアンケートの調査結果より

 不登校児童生徒が休んでいる間に必要と感じた支援は、「自宅でできる学習（オンライン学習など）」「勉強を教えてくれ
る場所」「通学している学校以外の居場所」など、学習面の保障を求める割合が高かった。

不登校の現状
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重点的に取り
組む項目

令和６年度
前期

令和６年度
中期

令和６年度
後期 令和7年度

1.学校が楽しく、
安心できる場所
となるための取組
の推進

2.ICTを活用し
た「学び」や「気づ
き」のための効果
的な活用実践

3.それぞれの子ど
もが安心できる
居場所の確保

4.市⾧事務部
局や市役所以外
の関係部署（機
関）との連携強
化

不登校の子どもの学びとつながりの実現に向けたスケジュール

堺市内のフリースクール等
民間施設一覧の公表

堺市不登校支援ネット
ワーク連絡協議会の開催

不登校の子どもとその保護者
を対象としたイベントの開催
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堺市不登校支援ネット
ワーク連絡協議会の開催

堺市内のフリースクール等
民間施設一覧の情報更新

教育支援教室
深井教室の
常設化

スペシャルサポートルーム
等の設置状況把握

設置支援

福祉等の支援（区役所の居場所等）との連携・協議

hyper-QU
試験的実施

NTT PARAVITAと連携した
睡眠改善プログラムの実施

hyper-QU
試験的実施

結果の分析
活用

結果の分析
活用

いじめの早期対応のための
アンケートのひな型作成

アンケートのひな型の運用

みんいくチラシの作成・配布

校則見直しのための
児童生徒への意見聴取

児童会・生徒会による
見直し案の検討

見直し内容の決定・公表
児童生徒への
意見聴取



不登校の子どもたちへのサポートの取組
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重点的に取り組む項目 取組

１ 学校が楽しく、安心できる場所となる
ための推進

・学校のきまりやルール（校則）を見直す際、「児童生徒の意見聴
取」「児童生徒と教職員で見直し案の検討」を行うなど、児童生徒
が主体的に参画できる環境を整備

・いじめの早期発見・対応のため、よりいじめが認知できるようにアン
ケートのひな型を作成・運用

２ ICTを活用した「学び」や「気づき」の
ための効果的な活用実践

・モデル校4校においてhyper-QUによる学級状況の把握を試験的
実施

・独立行政法人国立青少年教育振興機構の委託事業である「早
寝早起き朝ごはん」推進校事業を実施
▸みんいくAIアプリによる睡眠の分析・改善
▸みんいく推進校を対象とするリーダー研修
▸わかりやすく、興味を持ってもらえるみんいくのチラシを作成・配布

・NTT PARAVITAと連携した睡眠改善プログラムを実施



不登校の子どもたちへのサポートの取組
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重点的に取り組む項目 取組

３ それぞれの子どもが安心できる居場所
の確保

・スペシャルサポートルーム等の設置状況調査を実施
今後、設置状況を踏まえ、設置ニーズがある学校を支援

・福祉等の支援（区役所の居場所等）との連携・協議を実施

・堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会を開催し、フリースクール
等民間施設、教育委員会、学校で不登校の子どもたちの支援に
ついて意見交換を実施

・堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会で把握した情報をもとに
堺市内のフリースクール等民間施設一覧を作成・公表

・教育支援教室での支援を実施

４ 市⾧事務部局や市役所以外の関係
部署（機関）との連携強化

・福祉等の支援（区役所の居場所等）との連携・協議を実施
（再掲）

・大学連携事業を活用し、不登校の子どもとその保護者を対象とし
たイベントを、子ども青少年局と連携しながら開催に向け準備を開
始



主な取組（学校のきまりやルール（校則）の見直し）
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■児童生徒が、学校のきまりやルール（校則）の見直しのプロセスに主体的に参画することにより、規範意識を
身に付け、安心して意見を言える環境を自らがつくりあげ、そして、自ら考え、意見し、議論し、実行することなど
を通じて、変化の激しい時代を生きるために必要となる「自己指導能力」を身に付けることをめざす

見直しの手順（学校のきまりやルール（校則）の見直しガイドラインより）



主な取組（いじめアンケートのひな型）
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■いじめ防止への取組の一環として、いじめの早期発見・対応のため、 「よりいじめの認知ができるように」と、
アンケートのひな型を作成

■令和6年度の２学期以降、各校で既に取り組んでいるアンケートにひな型の項目を組み込む

アンケート実施
後に担任等の
教職員から聴
き取りを実施
することを前提
としている



主な取組（睡眠改善プログラム）
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■生活環境の変化に伴う不登校の予防を目的に、NTT PARAVITAと連携して、堺市の中学校の生徒及び
保護者を対象にした親子で取り組める睡眠改善プログラムを実施



主な取組（堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会）

堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会

背
景

令和５年12月、フリースクール等と学校、教育委員
会の連携を図るために設置

委

員

構

成

・教育センター
・学校教育部
・堺市立小学校⾧代表
・堺市立中学校⾧代表
・フリースクール等関係者
【参加したフリースクール団体】

▸フリースクールこころ（大阪市浪速区）
▸お昼間の塾わなどぅ（堺市北区）
▸きみの森（堺市南区）
▸志塾フリースクールラシーナ（堺市中区）
▸八洲学園中等部（堺市西区）

議
事
・

取
組

・令和5・6年度に3回開催
・フリースクール等関係者から各施設の特⾧や活動内
容について情報交換

・フリースクール等の情報を保護者や学校に提供する
一覧の作成について協議

・７月に「堺市内のフリースクール等民間施設一覧」を
作成・公表
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